
間 苦

る｡細かい文法現象を雑然と知っているだけでは充分

でなく,まず考えていることをその言語のわ くに従っ

て大ざっばに表現する能力を養 うこと,それが先決で

あろう｡そして,そこに基礎文法入門書の存在価値が

ある｡

ともあれ,外国人著書の単なる翻訳や模 倣 で は な

く,日本人の手になるまった く独自のビルマ語文法書

が現われたことを喜びたい｡ (大野 徹)

Willard A.Hanna.The Formation of

Malaysia, New Factorin World Politics.

New York :American Universities Field

Staff,Tnc.,1964.vi+24∠tp.

アメリカの大学の海外地域研究機関としてユニーク

なものに,1951年発足した AmericanUniversities

FieldStaff,Inc.がある｡ これは外国とくに発展途

次国の社会研究の新しい接近方法として,いくつかの

大学によって組織され,学術的外交機関の役割をもつ

ものである｡すなわち staffmember は外国に居住

し,その国の重要な発展をプア-ス トノーソドに報告し

うるよう,その国を熟知することにつとめる｡かれら

は,定期的にアメリカに帰 り,参加大学の訪問教授と

なって,授業やセ ミナーを担当,教授問の 討 論 に 参

加,学生を指導するほか,教授や理事のコソサ/レタン

Tlの役割をはたす｡同時に AUFSReportsとして海

外からの通信を参加大学に報告する｡これ が 発 展 し

て,AUFSReportsServiceとな り,現在では参加

大学以外にも公開されている｡

著者 Willa1-dA.Hanna氏は,1954年以来 AUFS

の staffmemberとして Djakarta,KualaLumpur

および Singaporeをベースに,東南アジア,とくに,

その革命と革命指導者について研究,BungKarno's

Indonesia(AUFS,New York,rev.edり1961)と

EightNationMakers:SoutheastAsia'sCharismat-

icSlalesmen (St･Martin'sPress,1964)の著書

がある｡

本書は1962年 2月,AUFSReports に掲載された

Malaysla,FederationinProspectをはじめ,その

級,月を迫って掲載されてきた報告の集録である｡最

後の報告は1963年 9月に書かれた TheMapllilindo

弼 介

Formulaである｡ 本書はこれら合計24編の報缶に,

序文の ConfrontationinSoutheastAsiaと,追記

MalaysiainRegionalContestとがつけ加えられて

ある｡

したがって,マレーシア発足前後の 1年半の期間の

現地通信の収載だといえよう｡それだけに,スカルノ

大統領 とラーマソ首相 との,あるいは Hguidedde-

mocracy"と‥politicalfreedom"との対決を,生々

しく伝えている｡いわば,この劇的な期間の記録とし

て,興味ある文献だと思われる｡もちろん,1965年の

マレ-シ7からのシソガポ-ルの分離については触れ

られていない｡しかし,その予想さえもされていない

し,また同年 9月30日運動にはじまるインドネシアの

変動についての予測も見られない｡本書を通読して,

いかに東南アジアにおける政治状勢の予断がむずかし

いかということを,痛切に感ぜさせられる｡

もちろん,本書がねらっているところ,すなわちマ

レ-シア連邦がいかにして形成され,だれゆえに東南

アジアにおいてのみならず世界的な意味での利害の衝
突点になったこかとの問題について,説明を加えること

に十分に成功している｡本書は現実分析と将来予想と

をむすびつけることが,とくに東南アジアの場合いか

に困難であるかを教える｡ (本間 武)

GuyWint(ed.)A･m-a,A Handbook.Lon-

don :AnthonyBlondLtd,,1965.xiii+852p.

-ソドブックとい うものの,900ペ一一ジに近い大冊

である｡

アジアの範囲と地域分類がおもしろい. ア ジ ア を

SouthAsia,CentralAsia,TheFarEastおよび

Soutl1-EastAsiaに4分する.｡SoutllAsiaにはイ

ンド,ネパ-ル,パキスタソ,セ イ ロ ン, Central

Asiaにはモソゴ1)アとソ連領中央アジア,TlleFar

Eastには中国,台湾,ホンコソ,日本,南軒,北鮮,

ソ連簡シベ リアと極東,さらに South-EastAsinに

はビルマ,タイ,カソポジァ,ラオス,甫ベ トナム,

北ベ トナム,マレーシア,シンガポール,インドネシ

ア,フィリピンを含む｡いわゆる西南アジアは,アジ

アのなかには入れていない｡

本書の構成を見よう｡第 1部は Basiclllfol･mation

であって,以上の諸国の面積からビザにいたるまで90
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項目の統計を国ごとに収める｡これは,けっこう便利

であり,とくに東南アジアの諸国の国別比較を試みる

と,なかなか教えられるところがある｡

第 2部は戦後の動向に重点をおいた国ごとの歴史を

とりあつか う｡東南アジア諸国については,つぎの論

文があてられている｡いずれも専門家の手になる簡潔

なものだ｡

東南アジア- SaulRose

ビルマ- H.Tinker

タイ- D.Insor

カ ソポジア,ラオス,ベ トナム- P.J.Honey

マレーシア- DerrickSington

イソドネシ7- LesliePalmier

フィリピン- WalterFrankChoinski

第 3部に最も重点がそそがれている｡宗教 ･芸術 ･

文芸 ･政治 ･少数民族と紛争地域 ･アジアと世界 ･社

会問題 ･知識階級 ･マスメディア ･経済問題 につい

て,それぞれ数編の論文が収録されている｡これら諸

論文は,どちらかといえば,中国 ･イソド･日本を中

心にアジアをとりあつかっており,東南アジア諸国の

ウェイトが小さい｡東南アジア関係として必読の論文

は,ここには見あたらない｡

第 4部は付録として,戦後の主要な条約 ･協定の収

載にあてられ,東南アジアの項には,インドシナにか

んするジュネーブ会議宣言 (1954年 7月21日),マレ

-シア協定 (1963年 7月 9日),中国 ･インドネシア

友好条約 (1961年 4月 1日),コロンボ ･プラン,技

術協力会議憲章 (1950年 9月),ANZUS 保障条約

(1951年 9月 1日),SEATO条約(1954年 9月8日)

が収められている｡

アジア問題にかんする- ソドブックとしての価値が

十分にあると思われるが,東南アジア問題のそれとし

ては,ものたりないようだ｡ (本岡 武)

Harry∫.Benda,James K.Irikura and

KoichiKishi.JapaneseMilitaryAdministra-

tion in ZndonesiaI Selected Documents.

TranslationSeriesNo.6;New Haven:

Southeast Asia Sttldies,YaleUniversity,

1965.xxvi+306p.
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本書はかつて早稲田大学大隈記念社会科学研究所編

『インドネシアにおける日本軍政の研究』東京 :紀伊

国屋書店,昭和34年刊に,関係資料として採録された

文献に若干資料を加え,全83件とし,これを (1)東南

アジア軍政に関する中央政府の基本政策文書, (2)16

軍,治 (オサム)部隊のジャワにおける一般体制,(3)

25軍,富 (Tlミ)部隊のスマ トラ (マラヤ)における

統治政策,(4)海軍地区の統治政策,(5)インドネシア

独立問題の処理,その5門に分類して英訳刊行したも

のである｡翻訳にあたって訳者は,日本陸海軍の特異

な文体に苦しんだようであるが,その理解 を 容 易 に

し,かつ誤 りないようにするため,邦文編著者の一人

である西島重忠,岸幸一両氏ともしばしば共同討議し

て周到な準備をおこなった｡英訳した標題はいちいち

p-マ字で転写し,術語は巻末に17ページにわたる語

嚢を附して漢字,ローマ字,英訳を併記して収め,日

本語になじまない読者の理解に便ならしめている｡

軍政下インドネシアに関する諭著は,オラソダを初

め若干の国々で,学術的なものからジャーナ リスティ

ックな,あるいはヒステリックなきわものに至るまで

いろいろなタイプのものが今までに出版されている｡

しかし本書は,日本語に習熟しない人々に,軍政下イ

ンドネシアの根本史料を提供するものとして,少なく

とも後世に残る基礎的な労作として特筆大書すべきも

のであろう｡ 望むらくは, 訳者も言及 しているよう

に,いわゆる海軍地区 (ボルネオ,スマ トラ,小スソ

ダ列島,モルツカス諸島,ニューギニア等)やスマト

ラ地方の軍政資料が,近い将来さらに附加されて,こ

のような有用な研究の集大成されることである｡

(中村 孝志)

S.Q.Fatimi.Islam comesio Malaysia.

Singapore:MalayslanSociologlCalResearch

lnstitute,1963.loop.

マレーシアの歴史自体がまだ十分に研究されていな

い現在,マレ-シアのイスラム教についての研究も当

然まだ調査の段階にあり,確実な結論はない｡また,

これについてのまとまった書物も本書以外にない｡

著者はまず, ｢何故こうした研究が進まなかったの

か｣について論じ,その原因を追求し,次にマレーシ

アのイスラムについての研究概要と現状,現段階を明
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